
雨中の花火、花咲かす雨中の花火、花咲かす雨中の花火、花咲かす

キンエノコロ(ねこじゃらし)

　天気が心配の中、開催時間帯には雨が止むという予

想の元に決行しました。残念ながら天気には恵まれま

せんでしたが、雨にもかかわらず予想を上回る多数の

来場者に感謝の気持ちでいっぱいです。

　昨年までは夏の盛りの開催でしたが、酷暑には抗え

ず時期をずらしての開催としました。生憎の天気とな

りましたが浴衣姿の子ども達も見受けられ、期待の大

きさを感じました。

　また、上野賢一郎厚生労働大臣をはじめ小椋市長、

県･市議会議員の方々もお越しくださいました。

　フィナーレは花火大会、今までで一番の花火だった

と自画自賛しています。協賛いただきました皆様に感謝

申し上げます。

　後片付けは今までに無く大変でしたが、蒲生の誇れ

る夏祭りとして頑張っていきたいと思います。
【蒲生地区まちづくり協議会】

第55回 あかね夏祭り開催

９月26日



　東近江市内の幼稚園、保育園に出向いて環境

学習を実施しています。今回は、ふたばこども

園。先ず、環境の紙芝居。心無い訪問者に傷つ

けられた森の植物や動物。それをよみがえらそ

うと奮闘する若者たちのお話です。つづいて、

「混ぜればゴミ、分ければ資源」リサイクルの

クイズをしながら、おうちでできる分別のお話

です。最後にふりかえりを先生と一緒にして、

リサイクル鉛筆やノートをもらって、また、お

うちに帰ったら、お父さん、お母さんと分別を

しましょ

うと呼び

かけまし

た。

環境キャラバン隊が行く!!

　毎年多くの皆様のご協力により「ふるさと蒲生野

川づくり事業」も今年で18回を終えました。

　毎回この事業に賛同いただき、まち協関係者だけ

でなく、各種団体・地元企業・市役所職員など延べ

400名を超える皆様に参加いただきありがとうござ

いました。

　今年は各地で局地的な大雨が降り大変な被害が発

生しています。このような災害に立ち向かうことは

出来ませんが、被害を最小限度に食い止める努力は

家庭でも出来るように思います。

　この事業は日野川、佐久良川を対象にしています

が、自治会の水路、家の周りの側溝など身近な所に

枯れ葉や泥が堆積し排水を妨げているかも知れませ

ん。今一度この事業を通じて身近な場所にも目を向

けていただけると幸いです。　

今年もきれいになりました！！

ふるさと蒲生野川づくり事業

　来年度も引き

続き実施の予定

ですので、周り

の方にお声がけ

していただいて

輪が広がるよう

願っています。

【ふるさと蒲生野川づくり委員会】

【エコランド部会】

『つながる応援講座』のご案内



　著者の大塚さんは、高校生の頃から

石の文化財に興味を持ち調査を開始、

20歳の時には地域の方とともに「蒲生

町地域史研究会」を立ち上げます。その

後、学芸員として勤務するかたわら研

究を続けてこられました。

　この本は、大塚さんが40年余りにわ

たって続けてこられた研究の成果です。

蒲生地区はもちろん、滋賀県内の道

標、石灯籠、石

「石の文化財から探る滋賀の歴史」

５

大塚 活美 / 著 サンライズ出版

～ガリ版文化に研究者が注目～

　このほど、早稲田大学大学院教育学研究科の新
藤雄介教授とハーバード大学の東アジア研究科生
マーク・チェン氏の2人が研究のためガリ版伝承
館に再訪されました。
　新藤教授は、メディア論が専門で、今回は堀井
謄写堂の歴史を研究するため、特に創業当時、ガ
リ版をいかにして普及させていったか。そして、
チェンさんは、中国や朝鮮半島にもたらしたガリ
版文化を中心に調査されました。お二人とも口を
揃えて「こんな貴

膨大な資料をカメラに収めるお二人

重な資料が残っ
ていることは奇
跡です。素晴ら
しい」と絶賛さ
れていました。
　今後も多くの
研究者が興味を
持ってくれること
を期待したいで
す。 【新ガリ版ネットワーク】

鳥居、石碑、

石仏等を調査

し論考されて

います。身近に

も多くの探求

の対象がある

ことに気づか

されます。
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幼稚園、幼児園、保育園、こども園の園歌
　蒲生幼稚園は1966年に市子松井に町立の施設とし
て設立され、1977年に大塚の佐久良川沿いに移転し、
2006年1月から市立となり、2016年に市子川原の現在
地に移転し「蒲生幼児園」となった。最初の園歌は開園
5周年頃に、小学校の高畑裕里子先生の作詞、県内の
古武善松先生の作曲により作られた。幼児園になった
時に歌詞の一部を変更して現在に至っている。
　長峰幼稚園は1996年に開設された。園歌は開園5
周年に、歌詞は蒲生北小学校と同じく近江八幡市の
井上久雄さん、曲は蒲生西小学校長の八木晃隆先生
により作られた。
　ふたば保育園は1962年に石塔の専修院に設立さ
れ、1978年に蒲生幼稚園跡の現在地に移転し、2020

年に「ふたばこども園」となった。社会福祉法人阿育会
の運営である。旧園歌の作詞は保護者会の津田留吉
さん、作曲は職員の宮田真木子さんによる。新園歌は
公募により2020
年10月に市内
（蒲生地区）の
瀬川友紀さん
の詞が選ばれ、
翌年３月に埼
玉県の木野田
博彦さんの曲
に決定した。
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「ふたば保育園　創立20周年記念誌」（1981年）



HPのQRコード（がまチョコのバックナンバーも見られます。）蒲生地区まちづくり協議会（広報企画委員会）

生まち協会員は、 生地区に住んでいる一人ひとりが会員です。

gamomachikyo@e-omi.ne.jp 0748-55-3030
（-9）
（-9）
（±0）
（+7）

※( )内は前月比

MY クリニック
長峰診療所

※午前診 (  9：00～13：00)
※午後診 (14：00～15：30)
※ 夜  診  (17：30～19：00)

内  科 小児科
 4(水):夜診
11(水):夜診

14(土):午前診
18(水):夜診
25(水):夜診

28(土):午前診

 6(金):午後診
13(金):午後診
20(金):午後診
27(金):午後診

　長峰診療所の診察日
 「ながみね元気塾」の
　情報を発信中！！

11月の診療日・元気塾のお知らせ

【LINE公式アカウント友達募集中】

 《手作りのクリスマスリースで冬を彩ろう》
【日 時】11月25日 (水) 10：00～11：30
【場 所】蒲生コミュニティセンター 小ホール
【参加費】200円　申込必要【持ち物】持ち帰り用袋
【定 員】35名　【申込受付】10月14日(水)より９時～17時

 お好きな飾りを選びながらクリスマスリースを作り、ゆったり
とした時間を過ごしましょう。
みなさんのご参加をお待ちしております。　　

 ♡休憩時の飲物はこちらで用意します。

11月の開催案内　

 申込必要
窓口・電話可

【日 時】11月27日(金)開演13：30（開場13：00）
【場 所】蒲生コミュニティセンター 小ホール
【出 演】くみこ社中さん　和太鼓他の演奏
【案内人】東岸 佐優里さん
【参加費】500円　【定員】150名
　１部：生演奏をお楽しみください
　２部：みんなで歌いましょう！
　～心の散歩に出かけてみませんか～
　　　　たくさんの方のご来場をお待ちしております

　　講座や教室案内、まちづ
　　くり活動の情報をお知らせ
　 　します！

※( )内は前月比

 【日 時】12月6日 (日) 10：00～12：00　
【場 所】蒲生コミュニティセンター 前特設会場
【定 員】20名【受講料】400円【材料代】2,600円　
【講 師】　青木　康敏さん（竜王園芸） 
【持ち物】直径25～30㎝の鉢、軍手
【申込受付】11月7日(土)より９時～17時　
　受講料、材料代を添えてお申込みください。

コミセン休館日コミセン休館日
11月10日(火) 11日(水）　メンテナンス休館

ののお知らせお知らせ

   予約電話番号（長峰診療所）0748-45-2175

  長峰地区だけでなく
  どなたでも診てもらえます！

令和8年度 蒲生地区カローリング大会 　
 12月６日 (日) 9：30開会　
 各ブロック単位での参加を募集します。詳しくは、各自治会
スポーツ協会理事さんへ案内します。【蒲生地区スポーツ協会】

蒲生地区文化祭
 11月６日(金)７日(土)８日(日)
 詳しくは、チラシをご覧ください。
　　　　　　　　　　　　　　【蒲生地区文化祭実行委員会】

〒529-1531 東近江市市子川原町461-1
☎ 0748-55-0207　IP 050-5801-0207　FAX 0748-55-3898

に皆様のご意見・ご感想をお寄せください。がまチョコ

わいが屋＠せせらぎ
で楽しいひと時を♪

2026年11月19日(木)
13：30～15：00

蒲生地区第２層協議体「わいがや支え合い蒲生」
問合せ：TEL 0748-55-4895　IP 050-5802-2528

わいわい楽しい「お茶会」～ほっこりまったりと元気塾 :12(木) 26(木)
（15時～   1時間程度）

【長峰診療所対策チーム】

（-18）
（-18）
（±0）
（-5）

■蒲生地区の人口 
(令和８年10月１日現在)
人　口：13,720人
男　性：  6,838人
女　性：  6,882人
世帯数：  5,664　　

【日時】

【場所】東近江市社会福祉協議会蒲生事務所せせらぎ

 あなたの寄せ植えでお正月を華やかに!!
　９月19日の午後、今年度
からスタートした歴史文化
講座の第１回講演会が蒲生
コミュニティセンターであ
りました。元野洲市銅鐸博
物館館長の古川与志継氏に
「近江天保一揆と蒲生」について話していただきました。
　近江天保一揆とは、江戸時代の終わり天保13年
（1842）10月、甲賀・栗太・野洲郡の農民たち４千人
余りが幕府の役人市野茂三郎の泊まる三上陣屋に詰めか
け、交渉の末に見分10万日の延期を約束させ、証文を
勝ち取った出来事を呼びます。その後、一揆を指導した
庄屋たち11人は幕府の取り調べを受けて江戸送りとな
り、二度と帰ってくることはありませんでした。
　講演では、学生時代からの長年にわたる研究成果に基
づき、年表を追って詳細に解説されました。日野川筋
（蒲生地区を含む蒲生郡）での見分の動きを甲賀・野洲
郡の農民たちが見聞きして一揆の準備を進めたこと、歴
史を解明する資料の大切さなどを、熱く語られました。

歴史文化講座

【 生地区まちづくり協議会　 生コミュニティセンター】

■蒲生地区の人口 
(令和８年９月１日現在)
人　口：13,738人
男　性：  6,856人
女　性：  6,882人
世帯数：  5,669　　
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